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ての改善を試みた。すなわち， 浴接用プラスックスに放射性同位元素 Co60 の T 線を照射することによ


























































































第 3 章ではポリ塩化ビニールとその溶接部について耐薬品性， 耐放射線の問題を実験的に追究してい
る。
第 4 章では溶接部の性質と溶接能率の向一上のためホットゼ、ット溶接法の (1働化を試みている。この白働
;溶接機の完成によって，従来多くの困難を有していたプラスチックスの治岐加工も基本的に容易なものと
なり，プラスチックスの用途拡大に貢献する所が大きいと考えられるつ
第 5 :'1';1:ではヰットゼット溶接法の傑準溶接条件の内容として，板厚，ガ、ス圧力，ガス流量，ガス温度，
裕接速度，溶接棒，開先形状，層数，運棒法などの実験により規定している。こる作業標準の作成によっ
て溶佳設計の大体の基準が示されることになり，裕接作業の能率化および溶接部の機械的性質の向上に寄
与する所が多い。
第 6 章は裕接ガスの種類についての研究である。ポリ塩化ピニル，高圧法ポリコチレン，低圧法ポリヂ
エレンのホットゼ、ット溶接に空気，窒素，アルゴンなど種々のガスを使用し比較検討している。従来は空
気によることが多かったが，夫々のプラスチックに適したガスを使用することにより熔接強度は著しく向
上する乙とを明らかにしている。またポリ塩化ピニルについては開先形状，単層，多層のいかんにかかわ
らず，アルゴンrttに水素を混じたガスを使用することにより 80%以上の継手効率の得られるととを立証し
ている。
以上の如く著者は最近急激に開発を要望されつつあるプラスチックスの溶接にかんする研究を綿密な計
画のもとに遂行している口すなわち幾多の創意と工夫によりプラスチックスの溶接性を現象的立場と材質
的立場から関連的に究明している。またこの材料の試験方法および試験装置についての多くの新しい研究
を行なっている。きらにプラスチックスのホットゼット溶接法の基礎的諸条件を見出だし，溶接装置を考
案し，わが国におけるホットゼ、ット自働溶接法の基礎を;確立した。このように著者の研究は溶接工学およ
び溶按工業の発展に貢献する所が少くな l'o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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